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音聲同期の聲帯観察用ストロボスコープの試作

’藤岡健夫・糸川英夫・小川常二

病院の咽喉科で聾箒をしらべるときに，聲を出している最中にもかか

わらず，任意の位相て静止しているかのように見ることがてきる。

，

，

　生理學および臨床讐學上で膏麗を出

t．つつある駄態で聲帯の振動姿態を藺

　ノ察する必要がしばしばあll、この目的

ニウ♪こめに從來Stemのス1・ロボが用い

られてきた。二れは回韓圓板の周邊に

設けたスリットで光を遮翻する機械的

一〕’ロボで膏聲屑1波激が定常でないこ

とTモFターの回韓歎も一定でないこ

とノノために使用がはなはだしく不便な

ものである。蝿の振動そのものに同

期する電子工學的ストtiボができれば

．印己の不便は解決されるばかりでな

く，位相調整によつて麟を任意の朕

f旨二酵止させて獺察できるはずであ

ろ∩この目的のために筆者らが試作を

1］：つた結果一礁の好結果を徹・ので

二．；にその概要をしるす。

　番聲の波形は極めて複雑であつて，

そのスペク1・・しはいわゆるフオhLマソ
　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

bとよC－s’ti，．聲帯の振動数と無關係な

部分が大部分をし夢ている。そこで膏

匿を構成する種々な振動歎の中から灘

　帯そのものの振動に直接關連するものだけを取∫｝出せる

　　が出せないかがこの：方法の戊否をきめることになる。筆

　濟らは．フォ・しマン］・rPの最1氏振動轍が盤幣の振動激てあ

’　るという假定をたて，これを槍討するために男膣〔ee：〕を

　原形，お’こびseOep，300・e，200。。以上をそれぞれ遮断

　　Lた場含み波形記録をとつて（第1圓）J得られる最低振

　型徽200α・をもつてスbロボを騙動し，實際に聲帯が静

　　止Lて見えることを確かめ，初めの假定を實讃した。從

　來行われたような費灘波形中の尖頭値でストロボを駆動

　　させる方法では，聲帯を止めて見せることができないこ

　　とカ：これからわかる。

　　第2圖は實際に試作したストvボ用の結線聞で，Vl，

　　V：でまず増巾し，％で電流壌巾する。L：，　Lr，　L3は

　不必要なフォルマソトをcutするための低威濾波器で

　200ge　cut・offである。第3園邸よ聡の入力を〔以下窩

　賃と第2圏中の測定飼所麹照），⑲は飢erの稜で基本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　振動だけ残つたところをオシログラフにとつたもの。次

　にVtFt　Veの賀室管増巾によつて飽和させて矩形波にし
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生　産研究

（＠，⑪），これをCLS、　Z：．の微分回路に入

れてlmpulseを取り出し（⑤），聾で整流

して片側のlmpul§eのみにしてこれでス「

ロボラムブ．聡を駆動する。マイクロフt

一ソとしては，小型クリスタルマイクを直

接咽喉部に接鵤させて用いナニ。ストロボラ

ムブはマツダストロボトPンを使用，反射

鏡で咽喉内部へ投光してよく聲幣乃観察を

f丁りことができf．：o

　T，・，Cls，　ft’uρ回路は位柑調整を行い

O°・・LI80’の位相の移動が可能で，さらにレ

の璽塞管回路を開閉することによつて180．

、360㍗り範園の位柵灸化が可能になる。實

際に聾幣を潮，．、しな・｝：ら・泣相調整講を動か．
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